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令和 5年度 第 1回大津町立図書館協議会 会議録 

開催日時 令和 5年 6月 30日（金） 午前 10時～正午 

開催場所 おおづ図書館 集会室 

 出席委員 坂本俊明   河北恵理   宮脇真一  宮野 薫  古庄裕樹 

松岡征一郎 吉田ひとみ  守田丈晴  桑原正浩  江口竜一 

 欠席委員 無し 

 職務出席者

及び説明者 

吉良智恵美 教育長 

羽熊 幸治  教育部長 

佐藤 純一  教育部 生涯学習課長 

矢野 好一  教育部 生涯学習課 課長補佐 図書館 館長 

古澤 理恵  教育部 生涯学習課 図書館 副館長 

中野 貴之  教育部 生涯学習課 図書館 主事 

開催形態  傍聴者 無し 

議題 １ 開 会 

２ 委嘱状交付 

３ 教育長あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 会長・副会長選出 

６ 会長あいさつ 

７ 館内視察 

８ 議 題 

  （１）【報告】 令和４年度の利用状況及び事業報告について 

（２）【報告】 令和５年度の運営方針、事業計画について 

  （３）【協議】 これからの公共図書館の在り方について 

（４）その他 

9 閉 会 
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議事の概要及び議題または案件に対する意見等の記録 

館長 

 

教育長より 

 

教育長 

 

（各自） 

 

 

 

 

 

 

江口会長 

 

（説明者） 

 

 

 

 

 

 

委 員 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 自己紹介 

  改選後初開催のため自己紹介を行った。 

 

５ 会長・副会長選出 

  委員の互選により、委員長に江口竜一氏、副会長に吉田ひとみ氏を選任し

た。 

 

６ 会長あいさつ 

 

７ 館内視察 

  改選後初開催のため、2班に分かれ館内を視察した。 

 

８ 議 題 

  （１）【報告】 令和４年度の利用状況及び事業報告について 

     令和４年度の利用状況及び事業報告の資料に基づいて説明 

 

蔵書統計について、先日蔵書点検があったと思うが紛失本は何冊あったか。 

新たに紛失が発覚した本が約 20点、以前から紛失状態の本が約 60点です。 

 

令和４年度の廃棄本の冊数は。また、除籍になる基準は。 

事務局：約 3,000点を除籍しました。除籍基準は設けており、その基準に沿っ

て選定しています。 

 

図書館には現在 204,728 冊の本があるが、保管スペースは何冊分あるの

か。 

図書館建設時は 13 万点を想定して設計されています。204,728 冊は本が

溢れている状態と考えられます。本の展示としてもゆとりをもって表紙を見

せ、興味をお持ちいただきたいが難しい状況です。除籍基準を見直して除籍を

行い、本の代謝を行うよう努めていきたいと考えています。 

 

貸出冊数の推移を見ると、一般図書の冊数と児童図書の冊数で開きがある。 
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

 

委員 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 の 意

見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それに対し貸出数の推移が変わりない。児童図書の貸出し率が高いと理解し

て良いか。 

その理解でお願いします。 

 

（２）【報告】 令和５年度の運営方針、事業計画について 

令和５年度の運営方針、事業計画に基づいて説明 

 

飲み物の持ち込みや BGM の使用については、利用者の意見を参考に検討を

進めるとあるが、飲食を図書館内に持ち込むことは慎重にやっていただきた

い。大人だとある程度は持ち物の管理ができるが子どもたちには難しい。

BGMは以前流れていた。 

館内での飲み物については慎重に検討していきたいと考えています。 

 

デジタルサイネージとは。 

デジタルサイネージは大きなタブレットのイメージで、画面に表示されているも

のを触ると次の画面が表示される機器のことです。 

 

陶芸室のエアコンについて、壁掛け一式でこの値段は高いのでは。 

陶芸の窯があり、動力電源があるため動力電源用のエアコンを予定していま

す。そのため家庭用より機器代は高めになっているが、電気代は安くなりま

す。 

 

  （３）【協議】 これからの公共図書館の在り方について 

  資料に基づいて説明 

 

① 館内の飲食での可否について 

 ・ こっそり飲む分までは把握できないが、反対。 

 ・ 蓋つきのペットボトルは今のご時世容認しないといけないのでは。学校等

でもそうされている。ペットボトルで必ず蓋を閉めるという教育も必要。 

 ・ ペットボトルも結露するので水滴や湿気が本についたら劣化の原因にな

る。タンブラーや水筒なら良いと思う。 

 ・ 以前から館内は飲食禁止で、飲む方はロビーへ案内していた。はじめは賛

成と思ったが他の委員が発言されたように、今手元にあるペットボトルは

結露している。わざと濡らしたわけではなくても、弁償になった場合どう

対応するかを決めてからでないと、館内飲み物可は難しい。 

 ・ 大学図書館でも禁止されていた。水分補給が必要ならロビーを案内する。 

 ・ 新しくルールを決めてもそれを周知するのは大変。 

 ・ 机に拭くものを置いておくことも一つの案と思う。タンブラーや水筒もこ
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事務局 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

ぼす可能性はある。 

 

家庭では飲み物がある状態でも本を読むので、図書館でもどうかと考えまし

た。他の図書館では、蓋つきであれば持込み可のところもあり、問題点も気に

なったので委員各位の意見が聞きたく協議の議題といたしました。 

本件については、引き続き検討協議させていただきます。 

 

②館内にＢＧＭを流すことについて 

ＢＧＭ向きで著作権フリーの曲がネット上に多くあるので調べてみては。 

何も音がないよりも少しある方が心地良いのではと考えているところです。 

著作権フリーのＣＤもあるのでそれも検討しています。 

 

以前はロビーで流していた。子どもコーナーに少し聞こえ、子どもの声が紛れ

る程度の音量だった。館内奥には勉強している方がいるため、入り口付近で少

し聞こえる程度で。歌声が入っているとうるさいという意見もあったので、声

が入っていないものを流していた。 

少し音楽が流れている方が良い。うるさいと言われる方もいるので、先の委員

の方の意見のような流し方が良いと思う。 

 

この件につきましても、引き続き検討協議させていただきます。 

 

③その他 

新聞に、指定管理となった図書館の集客力とあるが、これは公共図書館向きで

はないのではないか。 

新聞記事の話は、非利用者の方が圧倒的に多いという実情に対する案として、

理解している。そうであればもっと案があってもよいのかもしれない。 

本図書館としては、資料にあるとおり、建設当時の基本構想に基づいて事業を

進めていきたいと考えています。 

 

（４）その他 

  図書館意見箱に入っていた意見を報告 

 

9 閉 会 

  （閉会時間：正午） 

 


